
  ２０１５年４月８日 

「全日本選抜柔道体重別選手権大会」で中村美里選手が優勝！ 

近藤亜美選手、新井千鶴選手、髙山莉加選手、稲森奈見選手が準優勝！ 

～中村、近藤、新井の３選手が世界柔道選手権日本代表に決定！～ 

４月４日(土)～５日（日）に福岡国際センターで開催された「全日本選抜柔道体重別選手権大会」

に当社女子柔道部(監督：柳澤 久)から７名の選手が出場し、中村美里選手（５２kg級）が優勝、

近藤亜美選手（４８kg級）、新井千鶴選手（７０kg級）、髙山莉加選手（７８kg級）、稲森奈見

選手（７８kg超級）が準優勝しました。また、大会終了後の全日本柔道連盟・強化委員会にて 

世界柔道選手権（８月２４日～３０日／カザフスタン・アスタナ）の代表選手選考が行われ、  

全９名の日本代表中７名を発表、中村選手、近藤選手、新井選手の３名が日本代表に選出されま

した。 

 

【大会結果詳細】 

中村美里選手 ５２kg級  優勝 ＜世界柔道選手権 日本代表（４回目）＞ 

１回戦を指導１で優勢勝、準決勝は西田優香選手（了徳寺学園職）に腕挫十字固で一本勝。 

決勝では昨年の世界柔道選手権代表である橋本優貴選手（コマツ）を相手に終始優勢に攻め、 

指導１で優勢勝し３年ぶり５度目の優勝となりました。 

近藤亜美選手 ４８kg級  準優勝 ＜世界柔道選手権 日本代表（２大会連続２回目）＞ 

１回戦を小外刈で一本勝、準決勝は指導２で優勢勝。決勝では2010、2011年世界柔道選手権 

優勝の浅見八瑠奈選手（コマツ）を相手に、指導１を先攻しましたが、試合中盤に有効を 

取られ、準優勝となりました。 

新井千鶴選手 ７０kg級  準優勝 ＜世界柔道選手権 日本代表（初）＞ 

１回戦を指導３で優勢勝、準決勝は安松春香選手（ＡＬＳＯＫ）相手に袈裟固で一本勝。 

決勝ではロンドン五輪代表の田知本遥選手（ＡＬＳＯＫ）を相手に、指導１－２の差で準優勝 

となりました。 

髙山莉加選手 ７８kg級  準優勝 

本大会は初出場でしたが、１回戦を大腰で一本勝、準決勝をアジア競技大会銅メダリストの 

梅木真美選手（環太平洋大学）に大内刈で一本勝。決勝では、濵田尚里選手（自衛隊体育学校） 

に善戦しましたが、大外巻込と袈裟固の合技で一本を取られ、準優勝となりました。  

稲森奈見選手 ７８kg超級 準優勝 

 １回戦を縦四方固で一本勝し、準決勝は昨年の世界柔道選手権代表の山部佳苗選手 

（ミキハウス）に、延長戦含む７分の激闘の末、指導１で優勢勝。決勝では昨年の世界柔道選 

手権銅メダリストの田知本愛選手（ＡＬＳＯＫ）に、指導０－２で惜敗し準優勝となりました。 

山岸絵美選手 ４８kg級  ３位    

１回戦を髙橋瑠衣選手（環太平洋大学）に指導１で優勢勝。準決勝では今大会の優勝者、浅見 

選手と対戦し、指導０－１の差で敗退となりました。 

玉置 桃選手 ５７kg級  ３位 

芳田司選手（コマツ）との１回戦を、指導１で勝ち上がりましたが、準決勝でロンドン五輪 

金メダリストであり今大会の優勝者、松本薫選手（ベネシード）に、指導１を取られ敗退と 

なりました。 

以上 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左から）強豪相手に攻め続け、準優勝した髙山莉加選手、稲森奈見選手 

写真：アフロスポーツ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真左から）３位となった山岸絵美選手、玉置桃選手 

    写真：アフロスポーツ 

 

 

（写真左から）世界柔道選手権日本代表に選出された中村美里選手、近藤亜美選手、新井千鶴選手 

 写真：アフロスポーツ 

 


